
独立行政法人制度改正フォローアップ調査結果（案） 
 

１．委員会が注目する調査結果 

 (1) 平成 26年制度改正の柱についての認識 

  ① 業務の特性を踏まえた法人の分類 

  ② ＰＤＣＡサイクルが機能する目標・評価の仕組みの構築 

  ③ 法人の内外から業務運営を改善する仕組みの導入 

 (2) 目標策定・評価について  

  ① Ａ以上の評定を取得することが困難な事務・事業の評価 

  ② 新型コロナウイルス感染症など予測し難い外部要因が生じた場合の評価 

  ③ 評価における財務データの活用 

 (3) 主務省とのコミュニケーションについて 

  ① 主務省・法人間のコミュニケーション 

  ② 監事と主務省との意見交換 

 (4) その他 

  ① 運営方針・倫理行動指針の役職員への浸透 

  ② 事業継続計画の策定の徹底 

  ③ 内部統制に係る研修の実施、在り方の検討 

２．当委員会の所感 

(1) 総論 

 (2) 当委員会として取り組むべき事項 

  ① Ａ以上の評定を取得することが困難な事務・事業の評価 

  ② 新型コロナウイルス感染症など予測し難い外部要因が生じた場合の評価 

  ③ 財務データを活用した評価の促進 

  ④ 内部統制に係る研修の実施、在り方の検討 

  ⑤ 年度評価等に関する当委員会の考え方の整理 

  (3) 主務省・法人における対応を求める事項  

  ① 主務省・法人間におけるコミュニケーションの積極的な実施 

  ② 監事と主務省との意見交換の積極的な実施 

  ③ 運営方針・倫理行動指針の役職員への浸透 

  ④ 事業継続計画の策定の徹底 

３．他の主務省・法人の参考となる事例 

 (1) 評価結果を予算配分に活用している例 

  (2) 総合評定の判断基準に評価ウエイトを設定している例 

  (3) 管理業務においてＡ以上の評定を取得している例 

  (4) 運営方針・倫理行動指針の役職員への浸透状況の確認を行っている例 

４. 終わりに 

 

 

【別冊】 

・独立行政法人制度改正フォローアップ調査の回答集計結果 

・フォローアップ調査の法人回答を用いた統計分析の結果－法人類型別にみた回答

傾向の確認－（河合専門委員資料） 

資料４ 


